
 

生徒会執行部と生徒指導主事との意見交換内容 （令和４年１１月１８日） 

 

靴下について 

（執） 白、黒、紺の無地を許可しても良いと思う。 

（指） 赤や茶の無地はどうか。 

（執） 制服との組み合わせには合わないから赤や茶は必要ない。 

（指） 他に許可しても良い色はあるだろうか。 

（執） グレーも許可しても良いと思う。制服との組み合わせでも変ではない。 

（指） デザインで柄が入ったものはどうか。 

（執） 柄が入ったものは学校生活では必要がないと思う。制服には合わない。 

（執） ワンポイントは許可しても良いと思う。ただ、ワンポイントのサイズや場所は決めるべき 

ではないだろうか。 

（指） 場所はどう定めた方が良いか。 

（執） 一般的な商品の中に、ワンポイントが様々な場所に付いている為、定めるのは難しい。 

（指） サイズはどう定めた方が良いか。 

（執） ５００円玉サイズ程度までなら良いと思う。 

（指） ワンポイントの色は定めた方が良いか。 

（執） ワンポイントの色は定めることが難しく、自分で選択させるべきだと思う。 

（指） デザインでラインが入ったものはどうか。 

（執） ラインが入ったものはいいと思うが、ラインの本数や幅などを定めるのは難しい。ライン 

を許可すると、縞模様も許可することになる。それは違和感がある。無地が良いと思う。 

（指） 他に注意するべき点はあるだろうか。 

（執） 単色で左右の色を合わせるべきだ。 

（執） リボンなどのチャームが付いたものは学校生活では必要がないと思う。 

（執） では、改定案は『白、黒、紺、グレーの無地。（ワンポイントは可。）』、注意点は『単色。左右 

を合わせる。ワンポイントは５００円玉程サイズまで。チャームなどは不可。』と提案します。 

 

髪留めについて 

（執） ピンの他に、パッチン留めを許可しても良いと思う。 

（指） 色はどうだろうか。 

（執） 髪を束ねるゴムと同様に黒、紺、茶が良いと思う。 

（指） 他に髪を留めるもので必要なものはあるのか。ピンとパッチン留めで賄えるのか。 

（執） 挟んで留めるものがあるが、サイズも必要以上に大きく、パッチン留めで十分である。 

（指） サイズは決める必要があるのか。 

（執） サイズは決めるべきだ。現在使っている黒ピン（約５cm）程度のサイズが良いと思う。 

（指） 他に注意するべき点はあるだろうか。 

（執） 単色であるべきだ。 

（執） リボンなどのチャームが付いたものや、星やハートなどの装飾的な形をしたものは学校 

生活では必要がないと思う。 

（執） 素材に関しては様々である為、定めるのは難しい。 

（執） では、改定案は『黒、紺、茶で無地のピンかパッチン留め。（５ｃｍ程度の長さまで。）』、 

    注意点は『単色。チャームなどは不可。星やハートなどの装飾的な形をしたものは不可。』 

と提案します。 

 



 

制服について 

（執） 女子の冬服、中間服の時のベストの着用を選択制にしても良いと思う。 

（指） ベスト以外の着用も選択制にするのはどうだろうか。例えば、学校指定のポロシャツに 

ブレザーの組み合わせなどはどうだろうか。 

（執） 社会の中でもポロシャツにスーツの人もいるので良いと思う。 

（指） 他の組み合わせはどうだろうか。 

（執） 組み合わせは自分で選択するのが良いと思う。 

（指） 組み合わせで不適切なものはあるだろうか。 

（執） カッターシャツを着ずに、ベストのみを着用するのは常識的ではない。 

（指） では、どう定めていくべきだろうか。 

（執） カッターシャツかポロシャツを選択して着用することが必須だと思う。その上でブレザー、 

ベスト、学ランの着用を選択するのが良いと思う。 

（執） カッターシャツとポロシャツを重ねて着るのは常識的ではないと思う。 

（執） おそらくカッターシャツとポロシャツを重ねて着て会社には行かない。 

（指） セーター姿での登下校はどうだろうか。 

（執） セーターは学校指定の制服ではないので、セーター姿での登下校は不適切だと思う。 

（執） セーター姿は、学校の敷地内であれば可。主に登下校など、学校の敷地外であれば不可 

とするのがいいと思う。 

（執） では、改定案は『カッターシャツかポロシャツを着用し、ブレザー、ベスト、学ランは自分 

で選択をする。』、注意点は『カッターシャツとポロシャツの重ね着は不可。セーターでの 

登下校は不可。』と提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

尼崎市立小田北中学校 

生徒会執行部 

 

誇れる学校のルールを考えよう 
 

１学期に行われた学級討議から始まり、生徒総会ではいくつかの意見が出され

ました。その中で、学校のルールに関する靴下、髪止め、ベスト（制服）の取り扱いに

ついての要望があり、新たなルールの改定に向けて皆さんと一緒に考えて行きた

いと思います。学校のルールは、守ることで社会性が培われ、将来皆さんが大人に

なった時に柔軟に対応できる力を養うためにあります。今回検討するにあたって、

皆さんが常識的な感覚を身に付けるためにはどのように変更をするべきか、また

変更にあたって何に注意するべきかをしっかりと考えてください。 

 

靴下 

現行 白無地。 

改定案 

 

  白、黒、紺、グレーの無地。 

  （ワンポイントは可。） 

注意点 

 

  単色。左右を合わせる。ワンポイントは５００円玉程サイズまで。 

チャームなどは不可。 

 

髪留め 

現行 黒ピン。 

改定案 

 

  黒、紺、茶で無地のピンかパッチン留め。 

  （５ｃｍ程度の長さまで。） 

注意点 

 

  単色。チャームなどは不可。 

星やハートなどの装飾的な形をしたものは不可。 

 

ベスト（制服） 

現行 女子は中間服、冬服の時はベストを着用する。 

改定案 

 

  カッターシャツかポロシャツを着用し、ブレザー、ベスト、学ラン 

は自分で選択する。 

注意点 

 

  カッターシャツとポロシャツの重ね着は不可。 

  セーターでの登下校は不可。 

 

※ 色、形、大きさなど詳しく考えてください。 

 


